
議案第１３３号

　令和７年度安中市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４，９６５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３，１８２，１０１千円

　とする。

２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

　（繰越明許費）

第２条　地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表　繰越明許費」による。

　（債務負担行為の補正）

第３条　債務負担行為の追加は、「第３表　債務負担行為補正」による。

　（地方債の補正）

第４条　地方債の変更は、「第４表　地方債補正」による。

令和７年１１月２８日提出

安中市長　　岩　　井　　　均

令 和 ７ 年 度 安 中 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ）
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



 

  

    

   

    

   

    

   

    

   

  



 

  

    

   

    

   

    

   

    

   

   

  


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第　 ２ 　表

（単位　千円）

4 1

  　　 第　　３　 表

1 追加の場合
（単位　千円）

衛 生 費 保 健 衛 生 費 環 境 衛 生 事 業 2,351

繰　　越　　明　　許　　費

款 項 事　　　　　　業　　　　　　名 金　　　　　　額

学 童 保 育 事 業 （ あ ん な か 第 三 学 童 ク ラ ブ 指 定 管 理 料 ） 令和８年度～令和１０年度

学 童 保 育 事 業 （ た い と う 学 童 ク ラ ブ 指 定 管 理 料 ） 令和８年度～令和１０年度

債　　務　　負　　担　　行　　為　　補　　正

事　　　　　　　　　　　　項 期　　　間 限　　　度　　　額

学 童 保 育 事 業 （ あ ん な か 第 二 学 童 ク ラ ブ 指 定 管 理 料 ） 令和８年度～令和１０年度

指定管理期間中の管理業務にかか
る経費に相当する額から、保護者
負担金相当額を差し引いた額。

指定管理期間中の管理業務にかか
る経費に相当する額から、保護者
負担金相当額を差し引いた額。

指定管理期間中の管理業務にかか
る経費に相当する額から、保護者
負担金相当額を差し引いた額。

交 通 安 全 対 策 工 事 （ ゼ ロ 市 債 ） 令和８年度 4,000

道 路 改 良 工 事 （ ゼ ロ 市 債 ） 令和８年度 14,500

45,500道 路 維 持 工 事 （ ゼ ロ 市 債 ） 令和８年度

河 川 改 修 工 事 （ ゼ ロ 市 債 ） 令和８年度 8,500

あ ん な か ス マ イ ル パ ー ク 管 理 運 営 事 業 （ 指 定 管 理 料 ） 令和８年度～令和１０年度 149,925

健 康 増 進 施 設 恵 み の 湯 運 営 事 業 （ 指 定 管 理 料 ） 令和８年度～令和１０年度 60,000



1 変更の場合
（単位　千円）

19,900
証書借入
又    は
証券発行

 　5.0%以内
（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について、利
率の見直しを
行った後にお
いては、当該
見直し後の利
率。）

　政府資金につい
ては、その融資条
件により、銀行そ
の他の場合には、
その債権者との協
定による。ただし
市財政の都合に
よっては、繰上償
還をなし償還年限
を短縮し、又は低
利債に借換するこ
とができる。起債
金額の範囲内で起
債前借をすること
ができる。

3,756,700計 3,755,100

小 規 模 農 村 整 備 事 業 18,300
証書借入
又    は
証券発行

 　5.0%以内
（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について、利
率の見直しを
行った後にお
いては、当該
見直し後の利
率。）

　政府資金につい
ては、その融資条
件により、銀行そ
の他の場合には、
その債権者との協
定による。ただし
市財政の都合に
よっては、繰上償
還をなし償還年限
を短縮し、又は低
利債に借換するこ
とができる。起債
金額の範囲内で起
債前借をすること
ができる。

第　４　表　　　　地　　方　　債　　補　　正

起債の目的
補　　　　　　正　　　　　　前 補　　　　　　正　　　　　　後

限度額 起債の方法 利　　率 償 還 の 方 法 限度額 起債の方法 利　　率 償 還 の 方 法
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 







  

  

  

  

  

   





  





  




   

   

    

     

       

 



 










   


 





   
    

   
   
    










 
 



   
    

   
    










 
 



   
     
    
    

 
    










   


 





   
    

   
    

  



 


 







   





  







 




 
      
    
   
    

  
    














  
      
    
    

  
    














  
       



   
    
    

  
     














  
      
    
    

  
       

    
   

    
     
    
    

  
     














  
      
    
   

  
    

  


